
退
職
し
た
教
官
の
数
は
、
大
正
二
年
一
名
（
死
亡
一
名
）
、
同
三
年
一
名
、
同
四
年
五
名
、
同
五
年
二
名
、
Ｍ
六
年
一
名
、
同
七
年
三
名
に
上

り
、
五
年
間
に
わ
た
っ
て
計
十
四
名
が
退
職
し
、
側
部
教
官
で
東
北
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
教
官
と
し
て
残
り
得
た
の
は
四
名
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
代
っ
て
、
主
と
し
て
東
京
・
京
都
の
両
帝
国
大
学
の
卒
業
生
が
、
教
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

大
正
四
年
の
退
職
者
の
中
に
、
魯
迅
の
小
説
「
藤
野
先
生
」
の
主
人
公
で
あ
る
解
剖
学
教
師
藤
野
厳
九
郎
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
の
医

科
大
学
教
官
の
資
格
審
査
が
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
た
か
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
藤
野
厳
九
郎
は
明
治
二
十
九
年
に
愛
知
医
学
校
を

卒
業
し
た
の
染
の
学
歴
し
か
な
く
、
そ
の
こ
と
が
不
利
に
働
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
東
北
帝
国
大
学
退
職
後
、
厳
九
郎
は

故
郷
福
井
県
に
帰
っ
て
、
農
村
の
一
開
業
医
と
し
て
の
後
半
生
を
送
る
が
、
こ
の
よ
う
な
針
路
は
、
厳
九
郎
と
同
じ
よ
う
な
立
場
で
退
職
し
た

他
の
教
官
に
と
っ
て
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

結
果
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
年
に
東
北
帝
国
大
学
が
設
立
さ
れ
、
医
科
大
学
が
発
足
す
る
に
際
し
て
、
医
学
専
門
部
の
教
官
と
な
っ
て
い
た
旧
仙
台
医
学
専
門

学
校
の
教
官
の
多
く
が
退
職
し
た
。
元
来
、
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
は
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
の
処
理
の
た
め
に
、
そ
れ
を
吸
収
し
て
生

れ
た
も
の
で
あ
り
、
医
学
専
門
部
に
移
籍
し
た
教
官
が
、
医
科
大
学
教
官
と
し
て
適
格
か
ど
う
か
学
歴
お
よ
び
研
究
業
績
の
上
で
選
別
さ
れ
た

藤
野
厳
九
郎
の
学
歴
と
そ
の
時
代
背
景

繩
稚
確
極
罐
鍬
鑑
壁
一
汁
踏
誕
病
昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
四
日
受
付

泉
彪
之
助
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表1藤野厳九郎の学歴

出生

平章小学校入学

父死去）

野坂源三郎の私塾に学ぶ）

龍翔小学校入学

龍翔小学校退学

平章小学校卒業

福井県尋常中学校入学

福井県尋常中学校退学

愛知県立愛知医学校入学

愛知県立愛知医学校卒業

医術開業免状

第9660号

明治7年7月1日

明治14？，15年？

（明治15年7月14日

（明治18年1月～21年6月

明治21年7月16日

明治23年3月27日

4月10日

明治25年4月

明治29年11月11日

明治30年3月1日

こ
の
よ
う
に
厳
九
郎
の
針
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
学
歴
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

た
ど
っ
て
み
る
と
、
初
等
教
育
か
ら
医
学
教
育
に
至
る
ま
で
、
厳
九
郎
は
日
本
に
お

け
る
学
校
教
育
が
確
立
し
て
い
く
過
渡
期
に
教
育
を
受
け
た
と
い
う
印
象
が
非
常
に

強
い
。
医
学
教
育
に
つ
い
て
い
う
と
、
厳
九
郎
が
医
学
教
育
を
受
け
た
明
治
二
十
五

年
ｌ
明
治
二
十
九
年
と
い
う
時
期
は
、
近
代
的
な
医
学
教
育
制
度
が
発
足
し
て
か
ら

そ
れ
ほ
ど
の
期
間
が
経
過
し
て
お
ら
ず
、
医
師
養
成
機
関
の
主
体
が
府
県
立
医
学
校

か
ら
高
等
中
学
校
医
学
部
に
移
行
し
、
大
学
が
ま
だ
医
師
養
成
の
中
心
と
は
な
り
得

て
い
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
研
究
と
教
育
と
を
二
本
の
柱
と
す
る
真
の
意
味
の
医
学

教
育
が
確
立
す
る
前
段
階
の
時
期
に
、
厳
九
郎
は
医
学
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
厳
九
郎
は
、
個
人
的
事
情
も
影
響
し
て
高
等
中
学
校

医
学
部
に
は
進
ま
ず
、
す
で
に
労
流
と
な
っ
て
い
た
府
県
立
医
学
校
を
選
ん
だ
。
こ

れ
ら
の
事
情
が
、
大
正
四
年
に
お
け
る
資
格
審
査
に
微
妙
な
形
で
影
響
し
た
で
あ
る

」
匂
ノ
Ｏ

こ
こ
で
は
、
明
治
中
期
の
、
医
学
教
育
お
よ
び
普
通
教
育
の
い
わ
ば
過
渡
期
に
医

師
と
な
っ
た
一
人
の
典
型
と
し
て
、
藤
野
厳
九
郎
の
学
歴
を
た
ど
っ
て
承
た
い
（
表

Ｔ
入
）
Ｏ

⑪
初
等
教
育

厳
九
郎
は
、
明
治
七
年
七
月
一
日
、
敦
賀
際
（
現
禍
井
腺
）
坂
井
郡
下
番
村
（
本
荘
村
を

経
て
現
芦
原
町
下
番
）
に
、
医
師
藤
野
昇
八
郎
の
三
男
と
し
て
出
生
し
た
。
厳
九
郎
の
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出
生
当
時
、
生
地
の
近
く
に
は
、
隣
村
の
中
番
村
に
後
の
本
荘
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
中
番
小
学
が
前
年
明
治
六
年
に
開
校
し
て
お
り
、
出
生

と
同
年
の
明
治
七
年
に
授
業
を
開
始
し
た
。
し
か
し
成
長
後
の
厳
九
郎
は
中
番
小
学
に
は
進
ま
ず
、
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
丸
岡
の
平
章

小
学
校
に
入
学
し
た
。
こ
れ
は
本
荘
小
学
校
が
後
に
坂
井
郡
で
も
有
数
の
中
心
校
と
な
っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
足
当
時
は
財
政
的
基
盤
が

乏
し
く
、
酒
倉
を
改
造
し
て
役
場
と
共
同
の
建
物
と
し
、
二
階
を
役
場
に
、
一
階
を
中
番
小
学
に
使
用
し
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
上
、
生
徒

数
も
十
人
程
度
と
推
定
さ
れ
る
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
章
小
学
校
は
享
和
四
年
（
一
八
○
四
年
）

丸
岡
藩
の
藩
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
当
時
す
で
に
八
十
年
あ
ま
り
の
歴
史
を
有
し
た
の
糸
で
な
く
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
明
治
五
年
官
立
小
学

校
、
明
治
六
年
平
章
小
学
校
と
改
称
し
て
か
ら
で
も
、
大
規
模
校
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
続
け
た
。
明
治
十
五
年
の
学
校
の
状
況
は
、
教
員
数

九
名
、
生
徒
数
七
百
十
三
名
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
中
番
小
学
の
生
徒
数
は
、
男
子
六
十
八
名
、
女
子
十
七
名
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
年

に
明
治
天
皇
が
平
章
小
学
校
に
行
幸
さ
れ
た
こ
と
も
、
学
校
の
評
価
を
高
め
る
の
に
力
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

厳
九
郎
が
平
章
小
学
校
に
在
籍
し
た
こ
と
は
、
行
幸
五
十
周
年
記
念
誌
同
窓
会
報
（
昭
和
三
年
七
月
）
に
引
用
さ
れ
た
卒
業
生
名
簿
（
原
簿
は

福
井
震
災
に
よ
り
焼
失
）
の
記
載
、
お
よ
び
遺
品
予
備
調
査
の
際
に
見
出
さ
れ
た
同
校
の
卒
業
証
言
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
単
に
学
籍
上

の
記
載
の
み
な
ら
ず
、
実
際
に
通
学
し
た
こ
と
も
、
「
蓑
笠
を
着
て
平
章
校
に
通
っ
た
」
と
い
う
、
竹
内
静
氏
へ
の
生
前
の
談
話
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
。
た
だ
卒
業
す
る
ま
で
の
全
期
間
を
通
学
し
た
か
は
疑
わ
し
く
、
後
に
は
野
坂
源
三
郎
の
主
宰
す
る
私
塾
に
お
け
る
学
習
が
主
と

な
り
、
そ
の
後
は
三
国
町
に
あ
る
龍
翔
小
学
校
（
現
三
国
南
小
学
校
）
へ
通
学
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

野
坂
源
三
郎
は
、
厳
九
郎
に
漢
学
を
教
え
、
中
国
文
化
へ
の
尊
敬
と
中
国
人
へ
の
親
し
ゑ
を
持
た
せ
る
動
機
と
な
っ
た
私
塾
の
師
と
し
て
、

従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
三
国
南
小
学
校
学
籍
簿
に
よ
れ
ば
、
厳
九
郎
は
明
治
十
八
年
一
月
か
ら
明
治
二
十
一
年
六
月
ま
で
野
坂
源
三
郎

の
塾
に
学
ん
で
い
る
が
、
こ
の
期
間
は
、
初
等
教
育
制
度
が
種
為
の
矛
盾
に
遭
遇
し
て
制
度
的
に
も
内
容
的
に
も
揺
れ
動
い
た
時
期
で
あ
り
、

そ
の
動
揺
を
嫌
っ
て
私
塾
へ
通
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
野
坂
源
三
郎
に
つ
い
て
は
別
稿
に
発
表
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

三
国
南
小
学
校
学
籍
簿
に
よ
れ
ば
、
厳
九
郎
は
明
治
二
十
一
年
七
月
十
六
日
龍
翔
小
学
校
高
等
科
に
進
学
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
厳
九
郎
は
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明
治
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
坂
井
郡
壱
番
小
学
区
公
立
三
国
小
学
校
（
龍
翔
小
学
校
が
改
称
）
を
高
等
科
三
年
修
了
で
退
学
し
た
厳
九
郎

は
、
福
井
県
尋
常
中
学
校
（
現
藤
島
高
等
学
校
）
に
進
ん
だ
。
こ
の
時
、
同
年
四
月
十
日
の
日
付
け
で
、
厳
九
郎
は
、
坂
井
郡
第
十
四
番
小
学

区
公
立
平
章
小
学
校
高
等
小
学
科
の
卒
業
証
書
を
受
け
て
い
る
。
厳
九
郎
は
翌
明
治
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日
付
け
で
、
尋
常
中
学
一
年
の
修

業
証
書
を
授
与
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
四
月
十
日
に
は
す
で
に
尋
常
中
学
に
入
学
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
尋
常

中
学
校
入
学
後
に
、
中
学
校
入
学
に
必
要
な
小
学
校
高
等
科
卒
業
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
見
出
さ
れ
、
平
章
小
学
校
か
ら
卒
業
の
追

認
を
受
け
て
、
条
件
を
充
足
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

福
井
県
尋
常
中
学
校
は
、
福
井
藩
校
明
新
館
の
後
身
で
あ
る
。
福
井
藩
校
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
年
）
正
義
堂
と
し
て
創
設
さ
れ
、
一
旦

は
衰
微
し
た
が
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
松
平
春
嶽
に
よ
っ
て
明
道
館
と
し
て
再
興
、
明
治
二
年
明
新
館
と
改
称
さ
れ
、
廃
藩
置
県
を
迎
え

ま
だ
平
章
小
学
校
在
籍
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
二
重
の
通
学
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
平
章
小
学
校
に
も
す
で
に
明
治
十
九
年
高
等
科
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
実
際
に
は
転
校
に
近
い
状
況
で
あ
っ
た
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
章
小
学
校
に
対
す
る
除
籍
の
手
続
き
を
と
ら
ず
、

学
籍
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
生
家
か
ら
龍
翔
小
学
校
ま
で
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
の
距
離
で
、
通
学
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
が

こ
の
転
校
の
理
由
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
三
国
南
小
学
校
の
学
籍
に
つ
い
て
は
学
籍
簿
以
外
に
遺
品
中
の
修
了
証
書
に
よ
っ
て
、
通
学
に

つ
い
て
は
藤
野
恒
三
郎
、
面
野
藤
志
両
氏
の
証
言
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
な
お
龍
翔
小
学
校
は
、
三
国
港
の
防
波
堤
工
事
に
招
か
れ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
技
師
エ
ッ
セ
ル
（
画
家
Ｍ
・
Ｃ
・
エ
ッ
シ
ャ
ー
の
父
）
が
設
計
し
た
西
洋
式
校
舎
で
有
名
な
、
や
は
り
大
規
模
校
で
あ
っ
た
。
平
章
小
学

校
・
野
坂
塾
・
龍
翔
小
学
校
へ
の
通
学
の
変
遷
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
遺
品
予
備
調
査
で
見
出
さ
れ
た
覚
え
書
中
、
野
坂
塾
で
の
修
学

を
回
顧
し
た
文
章
の
最
後
は
、
「
科
学
・
洋
語
を
学
ぶ
に
由
な
し
」
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
医
師
と
な
る
進
路
を
考
慮
し
始
め
、
そ
の
結
果
、

進
学
に
必
要
な
資
格
が
私
塾
で
は
得
ら
れ
な
い
た
め
、
正
規
の
学
校
教
育
を
中
心
と
す
る
生
活
に
復
帰
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
義
務
教
育
制
そ

れ
自
身
が
安
定
し
て
き
て
い
た
こ
と
も
一
つ
の
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(2)

中
等
教
育
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た
。
そ
の
後
い
く
つ
か
の
経
緯
を
経
、
一
度
は
廃
校
を
も
経
過
し
て
、
明
治
二
十
二
年
一
月
に
は
、
中
学
校
令
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
福
井
県

尋
常
中
学
校
と
な
っ
た
。
同
年
二
月
女
子
部
が
併
設
さ
れ
た
（
後
明
治
二
十
五
年
四
月
高
等
女
学
校
と
し
て
独
立
）
こ
と
を
除
け
ば
、
福
井
県
の

中
学
校
と
し
て
は
、
当
時
尋
常
中
学
校
一
校
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
学
校
令
に
よ
っ
て
、
各
県
県
費
を
支
弁
す
る
中
学
校
は
一
校
の
み
と

規
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
府
県
立
医
学
校
、
高
等
中
学
校
医
学
部
の
い
ず
れ
も
が
、
尋
常
中
学
校
卒
業
を
入
学
の
条
件
と
し
て
お

り
、
医
学
教
育
を
受
け
る
に
は
、
尋
常
中
学
校
入
学
が
正
規
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

な
お
、
正
確
な
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
学
校
在
学
当
時
、
厳
九
郎
は
近
郷
の
大
関
村
大
味
の
大
石
家
に
養
子
入
籍
し
て
お
り
、
現
存

の
学
籍
簿
、
小
中
学
校
の
証
書
類
は
、
す
べ
て
大
石
厳
九
郎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
養
子
入
籍
の
理
由
に
つ
い
て
坪
田
忠
兵
衛
氏
は
、
中
番
小

学
へ
入
学
せ
ず
平
章
小
学
校
へ
入
学
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
著
者
は
、
生
地
の
本
荘
村
下
番
（
明
治
二
十
二
年
設
置
改
称
）
と
大

関
村
大
味
と
が
同
一
行
政
区
内
（
第
十
四
大
区
）
に
あ
り
、
平
章
小
学
校
の
行
政
区
（
第
十
五
大
区
）
と
は
異
な
る
こ
と
、
ま
た
通
学
上
の
便
宜

と
考
え
て
も
、
本
荘
村
下
番
と
大
関
村
大
味
と
で
は
、
平
章
小
学
校
ま
で
の
距
離
が
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
し
か
変
ら
ず
、
実
効
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
な
い
こ
と
、
三
国
南
小
学
校
学
籍
簿
で
は
、
少
く
と
も
龍
翔
小
学
校
在
学
中
は
、
大
石
姓
の
ま
ま
本
荘
村
下
番
藤
野
恒
宅
（
次
兄
明
治

郎
）
方
に
寄
留
と
な
っ
て
い
て
、
下
番
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
、
こ
の
養
子
入
籍
は
教
育
に
関
係
し
た
も
の
で
な
く
、

徴
兵
制
の
免
役
条
項
に
関
連
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

徴
兵
令
は
明
治
六
年
に
公
布
さ
れ
た
が
、
最
初
は
数
多
く
の
免
役
条
項
を
含
み
、
官
吏
お
よ
び
一
定
の
官
立
学
校
に
学
ん
だ
も
の
、
洋
行
修

業
者
、
二
百
七
十
円
の
金
を
納
め
た
も
の
、
戸
主
と
そ
の
あ
と
つ
ぎ
、
家
を
つ
ぐ
孫
、
養
子
な
ど
が
免
除
さ
れ
た
。
明
治
九
年
ご
ろ
免
役
条
項

の
適
用
を
受
け
ず
、
実
際
に
徴
兵
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
壮
丁
の
約
卯
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
免
役
条
項
は
明
治
二
十
二
年
に
廃
止
さ
れ
た

が
、
厳
九
郎
が
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日
愛
知
医
学
校
入
学
の
同
年
に
原
籍
に
復
帰
し
た
の
は
、
廃
止
さ
れ
た
免
役
条
項
中
の
、
一
定
の

官
立
上
級
学
校
に
学
ん
だ
も
の
の
免
役
と
い
う
項
を
意
識
し
て
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
」
は
、
こ
の
大
石
家
を
母
の
実
家
と
し
て
い
る
が
、
著
者
の
入
手
し
た
史
料
で
は
母
の
実
家
は
奈
須
田
家

ナ
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旧
医
学
老
垂
Ｆ

明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
八
日
厳
九
郎
は
福
井
県
尋
常
中
学
校
二
年
を
修
了
し
、
愛
知
県
立
愛
知
医
学
校
に
進
ん
だ
。

こ
の
時
期
、
医
学
教
育
を
受
け
る
に
は
四
つ
の
進
路
が
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
医
科
大
学
（
東
京
）
（
一
校
の
み
）
、
高
等
中
学
校
医
学
部
（
五
校
）
、

府
県
立
医
学
校
（
三
校
）
、
私
立
医
学
校
（
四
校
）
で
あ
る
。
こ
の
内
、
府
県
立
医
学
校
は
す
で
に
そ
の
歴
史
的
使
命
を
終
り
、
明
治
二
十
一
年

そ
の
維
持
の
た
め
の
県
税
支
出
を
禁
止
さ
れ
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
を
除
い
て
す
べ
て
廃
止
さ
れ
て
い
た
。
父
、
長
兄
の
死
後
、
厳
九
郎
を
扶

養
し
て
い
た
次
兄
明
治
郎
は
、
福
井
県
立
医
学
校
の
出
身
だ
が
、
明
治
十
七
年
に
創
立
さ
れ
た
福
井
県
立
医
学
校
は
明
治
二
十
一
年
に
廃
止
さ

れ
、
残
っ
た
生
徒
は
第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
に
移
籍
さ
れ
て
い
る
。

厳
九
郎
が
な
ぜ
高
等
中
学
校
医
学
部
に
進
ま
ず
、
県
立
医
学
校
を
選
ん
だ
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
県
立
医
学
校
と
高
等
中
学
校
医
学
部
の
間

の
修
学
に
関
す
る
諸
要
件
を
比
較
す
る
と
大
き
な
差
は
な
く
、
厳
九
郎
の
よ
う
に
尋
常
中
学
校
卒
業
の
資
格
を
持
た
な
い
受
験
生
に
対
し
て
、

試
験
を
行
っ
て
資
格
を
認
定
し
、
受
験
を
認
め
た
こ
と
も
同
様
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
予
備
的
コ
ー
ス
が
、
県
立
医
学
校

の
場
合
は
予
備
校
的
な
性
格
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
対
し
て
、
高
等
中
学
校
医
学
部
の
場
合
は
、
予
科
と
し
て
制
度
的
な
強
制
を
含
む
も

の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
「
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
」
に
予
科
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
く
、
第
四
高
等
中
学
校
医

学
部
に
お
け
る
予
科
の
運
営
状
況
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
詳
細
に
な
し
得
な
か
っ
た
。
（
高
等
中
学
校
に
お
け
る
予
科
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
「
第

と
な
っ
て
い
る
。
奈
須
田
家
は
、
大
石
家
と
同
じ
大
関
村
大
味
に
あ
っ
た
造
酒
家
で
あ
る
。
あ
る
い
は
大
石
家
は
奈
須
田
家
の
縁
戚
か
と
考
え

ら
れ
る
が
、
奈
須
田
家
の
関
係
者
に
問
い
合
わ
せ
た
所
、
大
石
家
に
つ
い
て
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

、
１
１
Ｊ
〃
。
‐
凸
と
ｐ
ヂ
《
Ｐ
ｆ
ｆ
、
寺
■
１
１

ま
た
「
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
年
史
」
に
よ
れ
ば
、
愛
知
医
学
校
は
、
県
税
支
出
の
禁
止
に
対
し
て
学
生
定
員
を
増
加
し
て
積
極
経
営
に
乗

り
出
し
、
一
方
各
県
立
医
学
校
の
廃
止
に
よ
り
受
験
生
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
と
い
う
。
厳
九
郎
が
愛
知
医
学
校
を
志
望
し
た
背
後
に
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
が
影
響
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

二
高
等
学
校
史
」
の
記
述
に
よ
っ
た
。
）

医
学
教
育
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我
が
国
に
お
け
る
近
代
的
教
育
制
度
は
、
明
治
五
年
学
制
の
発
布
に
よ
っ
て
正
式
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
財
政
・
兵
制
と
共
に
近
代
的
政

治
制
度
確
立
の
必
須
の
要
件
で
あ
っ
た
が
、
幕
藩
制
か
ら
脱
皮
し
た
ば
か
り
の
国
内
状
況
に
あ
っ
て
は
、
早
急
な
近
代
化
へ
の
方
向
づ
け
は
あ

ま
り
に
も
摩
擦
が
大
き
く
、
種
食
の
矛
盾
を
引
き
起
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
つ
に
は
明
治
政
府
の
立
つ
財
政
的
基
盤
が
極
め
て
弱
く
、
学
制
の

実
施
に
必
要
な
経
費
を
中
央
政
府
が
負
担
で
き
な
い
ま
ま
に
、
結
局
は
教
育
を
受
け
る
も
の
の
家
庭
が
負
担
す
る
と
い
う
形
で
出
発
し
な
け
れ

｝
垣
、
坐

れ
る
。明

治
二
十
九
年
十
一
月
十
一
日
愛
知
医
学
校
を
卒
業
し
た
厳
九
郎
は
、
明
治
三
十
年
三
月
一
日
医
師
開
業
免
状
を
受
け
た
。
医
籍
登
録
番
号

は
第
九
六
六
○
号
で
あ
っ
た
。
「
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
」
は
、
厳
九
郎
が
愛
知
医
学
校
を
卒
業
し
た
年
月
を
、
自
筆
履
歴
書
の
記
載
に

従
っ
て
明
治
二
十
九
年
十
月
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
遺
品
予
備
調
査
で
見
出
さ
れ
た
別
の
自
筆
履
歴
書
で
は
、
卒
業
の
日
付
を
十
月
か
ら
十

一
月
十
一
日
に
鉛
筆
で
訂
正
し
て
あ
り
、
ま
た
も
う
一
通
の
履
歴
書
で
も
十
月
を
十
一
月
に
訂
正
し
て
あ
る
の
で
、
こ
の
方
の
可
能
性
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
回
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
遺
品
予
備
調
査
の
際
、
愛
知
医
学
校
の
証
書
類
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
将
来
は
よ
り
確
実
な
根
拠
に
よ
っ
て
年
月
日
を
確
定
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
や
は
り
予
備
調
査
で
見
出
さ
れ
た
昭
和
十
三
年
の
医
業
報
告
書
草
稿
に
は
、
医
籍
登
録
番
号
を
第
九
六
六
○
号
と
記
載
し
て
あ
り
、
こ

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
厳
九
郎
は
明
治
十
五
年
八
歳
の
時
に
父
を
、
翌
十
六
年
長
兄
繁
太
郎
を
失
い
、
以
後
次
兄
明
治
郎
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
。
繁
太
郎
、
明
治
郎
共
に
医
師
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
五
年
に
は
明
治
郎
は
三
十
歳
で
ま
だ
若
く
、
父
お
よ
び
兄
の
医
業
の
継
承
と
い

う
条
件
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
経
済
的
能
力
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
厳
九
郎
に
と
っ
て
長
期
の
学
業
を
要
す
る

道
、
た
と
え
ば
高
等
中
学
校
本
科
あ
る
い
は
医
学
部
を
経
て
、
帝
国
大
学
医
科
大
学
へ
進
む
道
は
、
経
済
的
に
困
難
で
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ

の
記
載
を
信
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
予
備
調
査
で
見
出
さ
れ
た
史
料
は
、
近
く
芦
原
町
へ
移
管
さ
れ
、
現
在
建
設
中
の
藤
野
厳
九
郎
記
念
館
お
よ
び
関
連
施
設
で
保
存
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
）

考
窪
不
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し
か
し
政
治
的
に
は
、
明
治
初
期
の
政
府
施
策
に
対
す
る
反
発
の
集
約
と
も
い
う
べ
き
西
南
戦
争
が
政
府
側
の
勝
利
に
終
り
、
政
権
が
確
立

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
の
解
決
は
教
育
年
限
の
変
更
や
教
育
内
容
の
調
整
な
ど
、
制
度
的
、
技
術
的
な
方
策
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
義
務
教
育
・
中
等
教
育
が
安
定
し
た
の
は
、
明
治
二
十
年
代
の
中
期
と
思
わ
れ
る
。

厳
九
郎
が
初
等
教
育
を
受
け
た
の
は
、
こ
の
安
定
前
の
期
間
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
小
学
校
に
お
け
る
二
重
通
学
、
野
坂
源
三
郎
の
私
塾
で

受
け
た
教
育
が
小
学
校
の
学
籍
簿
に
も
記
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
表
わ
れ
て
い
る
。

中
等
教
育
を
見
て
も
、
明
治
十
九
年
中
学
校
令
の
発
布
ま
で
は
変
転
が
は
げ
し
く
、
政
治
的
な
勢
力
争
い
の
た
め
、
明
治
九
年
か
ら
十
一
年

ま
で
福
井
県
下
に
中
学
校
が
一
校
も
な
い
と
い
う
状
態
が
あ
っ
た
位
で
あ
っ
た
。
厳
九
郎
が
福
井
県
尋
常
中
学
校
に
学
ん
だ
の
は
中
学
校
令
の

発
布
以
後
で
、
そ
の
点
厳
九
郎
は
、
中
学
校
に
お
い
て
よ
う
や
く
近
代
的
な
教
育
制
度
の
恩
恵
に
浴
し
た
と
い
い
得
よ
う
。

日
本
に
お
け
る
系
統
的
な
医
学
教
育
は
、
各
藩
の
医
学
教
育
機
関
に
始
ま
り
、
種
々
の
段
階
を
経
て
現
在
の
状
況
に
至
っ
た
。
明
治
期
に
つ

い
て
は
、
医
学
校
通
則
の
制
定
、
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
置
、
医
学
専
門
学
校
の
設
置
、
京
都
、
九
州
、
東
北
帝
国
大
学
の
設
置
の
諸
段
階

が
、
も
っ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
表
２
）
。

医
学
校
細
則
の
制
定
は
、
従
来
各
藩
、
各
地
方
で
統
一
し
た
基
準
な
し
に
行
わ
れ
て
い
た
医
学
教
育
を
明
確
に
統
一
制
度
化
し
た
も
の
で
、

医
学
教
育
を
近
代
的
政
治
制
度
に
の
せ
た
意
義
が
あ
っ
た
。

中
学
校
令
に
よ
る
高
等
中
学
校
医
学
部
の
設
立
は
、
ま
だ
職
業
学
校
的
な
性
格
を
残
し
て
い
た
医
学
教
育
を
一
般
高
等
教
育
と
平
行
さ
せ
、

大
学
に
通
ず
る
高
等
教
育
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
し
て
設
置
さ
れ
た
高
等
中
学
校
医
学
部
は
、
大
学
進
学
へ
の
予
備
過
程
と
い
う
性
格
を
持
っ
た
本
科
と
は
、
職
業
教
育

質
就
学
率
の
低
下
で
あ
っ
た
。

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
充
分
に
知
り
な
が
ら
学
制
の
確
立
を
強
行
し
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ

の
結
果
矛
盾
が
種
之
の
形
で
表
現
さ
れ
、
義
務
教
育
制
度
が
定
着
す
る
に
は
二
十
年
近
く
の
日
時
を
要
し
た
。
矛
盾
の
一
つ
の
現
わ
れ
が
、
実
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表2明治期の医学教育制度史概要

政府西洋医学の採用を決定

政府ドイツ医学の採用を決定

東京大学校医学校設置

医学校規則制定

『外国教師ニテ教授スル医学教則」制定

東京大学医学部設置

医学校通則（甲種，乙種医学校）制定

帝国大学令公布

各高等中学校医学部設置

府県医学校の費用を地方税で支弁することを禁止

愛知，京都，大阪以外の県立医学校廃止

第一回医術開業試験

京都帝国大学設置

医学専門学校設置

京都帝国大学福岡医科大学開設

医師法公布

九州帝国大学，東北帝国大学設置

京都帝国大学福岡医科大学一九州帝国大学医科大学と改称

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

３
２
６
，
８
４
５
３
８
９
３
４
６
４
３
５
通
４

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

元
２
５
ｍ
巧
珀
別
皿
型
訓
弘
拓
調
娼
“

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

明治

で
あ
っ
て
し
か
も
高
等
中
学
校
の
糸
で
教
育
が
完
結
す
る
と
い
う

点
で
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
学
生
の
気
質
に
も

差
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
第
二
高
等
学
校
史
」
に
よ
れ
ば
、

第
二
高
等
中
学
校
医
科
の
学
生
は
生
活
が
派
手
で
、
し
ば
し
ば
本

科
生
の
反
溌
を
買
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
問
題
も
あ
っ
た
た
め
、
後
に
高
等
学
校
か
ら
医
学

科
が
分
離
さ
れ
、
医
学
専
門
学
校
と
し
て
専
門
教
育
に
徹
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
来
医
学
部
は
大
学

の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
り
、
い
ず
れ
は
大
学
教
育
の
一
環
と
し

て
医
学
教
育
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
た
。日

本
に
お
け
る
大
学
医
学
教
育
は
、
明
治
十
九
年
の
帝
国
大
学

令
に
始
ま
る
と
い
い
得
よ
う
が
、
帝
国
大
学
（
東
京
）
は
中
央
政

府
と
の
関
係
が
あ
ま
り
に
深
く
、
他
大
学
設
立
の
た
め
の
人
材
養

成
と
い
う
意
義
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
も
っ
て
日
本
全

体
に
対
す
る
大
学
医
学
教
育
の
確
立
と
は
い
い
得
な
か
っ
た
。
帝

国
大
学
医
科
大
学
が
国
民
的
教
育
制
度
の
一
環
と
し
て
確
立
す
る

に
は
、
京
都
、
九
州
、
東
北
な
ど
東
京
以
外
の
地
域
で
の
帝
国
大

学
の
設
立
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
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藤
野
厳
九
郎
が
医
学
教
育
を
受
け
た
時
期
は
、
高
等
中
学
校
医
学
部
が
設
立
さ
れ
て
間
も
な
く
、
ま
た
医
学
専
門
学
校
設
立
の
直
前
で
あ
っ

た
。
し
か
も
医
学
教
育
機
関
を
選
択
す
る
場
合
、
個
人
的
事
情
に
よ
り
、
す
で
に
歴
史
的
使
命
を
終
え
た
県
立
医
学
校
を
選
ん
だ
こ
と
に
よ
っ

て
、
結
果
的
に
は
大
学
教
官
と
し
て
の
前
途
に
大
き
な
制
限
を
自
ら
課
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。

一
般
に
大
学
教
員
の
資
格
審
査
は
、
人
格
・
性
格
等
の
人
間
性
評
価
と
共
に
、
学
歴
お
よ
び
研
究
業
績
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
。
東
北
帝

国
大
学
発
足
当
時
の
資
格
審
査
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
著
者
に
は
厳
九
郎
の
解
剖
学
研
究
の
業
績
を

評
価
す
る
資
格
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
学
歴
・
研
究
業
績
両
面
を
綜
合
し
て
大
学
教
官
と
し
て
は
不
適
格
と
判
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
従
来
の
文
献
中
、
厳
九
郎
の
退
職
理
由
に
つ
い
て
「
愛
知
医
学
校
卒
の
学
歴
し
か
な
か
っ
た
た
め
」
「
学
位
が
な
く
論
文
を
吾
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
」
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
資
格
審
査
の
学
歴
・
研
究
業
績
の
二
面
を
と
ら
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
仙
台
医
学
専
門
学
校
の
教
官
の
大
多
数
が
不
適
格
と
判
定
さ
れ
退
職
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
不
適
格
性
が
単
に
個
人

の
資
質
や
経
歴
を
表
現
す
る
も
の
て
な
く
、
日
本
の
医
学
教
育
が
段
階
的
に
飛
躍
し
た
そ
の
間
隙
を
意
味
す
る
も
の
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
玉

手
英
典
氏
に
よ
れ
ば
、
退
職
決
定
後
、
氏
の
父
君
を
訪
れ
た
厳
九
郎
は
「
こ
れ
か
ら
は
耳
鼻
科
の
開
業
医
に
で
も
な
り
た
い
」
と
淋
し
げ
に
語

っ
た
と
い
う
。
恐
ら
く
厳
九
郎
に
と
っ
て
も
、
東
北
帝
国
大
学
よ
り
の
退
職
は
予
期
し
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

遺
品
予
備
調
査
の
際
、
厳
九
郎
が
自
筆
で
令
息
の
た
め
に
作
成
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
科
書
、
ち
ょ
う
ど
魯
迅
の
解
剖
学
ノ
ー
ト
に
手
を
加

え
た
よ
う
に
、
厳
九
郎
が
赤
イ
ン
キ
で
訂
正
を
加
え
た
令
息
の
英
語
の
ノ
ー
ト
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
厳
九
郎
は
東
北
帝

国
大
学
教
官
と
し
て
果
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
教
育
へ
の
情
熱
を
、
令
息
、
と
く
に
長
男
恒
彌
の
教
育
に
そ
そ
い
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
「
藤
野
先
生
小
伝
」
は
、
厳
九
郎
と
恒
彌
と
の
間
に
精
神
的
離
解
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
が
、
短
時
間
な
が
ら
著
者
が
遺
品
中
の
書
簡
そ
の
他
を
調

査
し
た
結
果
の
印
象
は
そ
れ
と
は
遙
か
に
遠
く
、
「
藤
野
先
生
小
伝
」
の
記
載
は
一
面
的
な
も
の
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
）

こ
の
よ
う
な
面
か
ら
見
て
も
、
厳
九
郎
は
教
育
者
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
。
厳
九
郎
が
学
歴
お
よ
び
研
究
業
績
の
上
で
帝
国
大

学
医
科
大
学
教
官
と
し
て
の
適
格
性
を
否
定
さ
れ
な
が
ら
、
魯
迅
に
強
い
印
象
と
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
厳
九
郎
が
研
究
者
で
あ
る
よ
り
も
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田
忠
兵
衛
氏
、
竹
内
静
氏
、
玉
手
華

校
・
松
本
千
代
子
氏
に
深
謝
す
る
。

（
本
論
文
の
要
旨
は
、
昭
和
五
十
九
』

教
育
者
で
あ
り
、
優
れ
た
教
育
者
に
必
須
の
鋭
い
倫
理
感
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
倫
理
感
は
必
ず
し
も
学
歴
と
直
接
の
関

係
は
な
く
、
著
者
は
む
し
ろ
野
坂
源
三
郎
の
与
え
た
教
育
と
厳
九
郎
の
倫
理
感
と
の
間
に
連
続
性
を
感
ず
る
が
、
厳
九
郎
が
持
っ
た
倫
理
性

が
、
学
校
教
育
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な
精
神
的
伝
統
に
由
来
す
る
か
は
、
今
後
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

藤
野
厳
九
郎
遣
品
の
調
査
発
表
を
許
さ
れ
た
藤
野
ひ
ろ
子
氏
、
芦
原
町
長
・
斉
藤
五
郎
右
エ
門
氏
、
種
を
御
助
言
御
援
助
を
い
た
だ
い
た
坪

忠
兵
衛
氏
、
竹
内
静
氏
、
玉
手
英
典
氏
、
奈
須
田
和
彦
氏
、
三
国
南
小
学
校
校
長
・
森
安
秀
男
氏
、
平
章
小
学
校
教
頭
・
吉
川
薫
次
氏
、
同

（
９
）
藤
野
厳
九
郎
謹
ゑ
て
周
樹
人
様
を
億
ふ
文
学
案
内
昭
和
十
二
年
三
月
⑩
よ
り
引
用

（
、
）
泉
彪
之
助
大
同
野
坂
源
三
郎
ｌ
藤
野
厳
九
郎
の
漢
学
の
師
Ｉ
福
井
県
立
短
期
大
学
紀
要
９
号

（
ｕ
）
福
井
県
藤
島
高
等
学
校
百
年
史
一
九
五
六
年

（
哩
）
坪
田
忠
兵
衛
郷
土
の
藤
野
厳
九
郎
先
生
藤
野
厳
九
郎
先
生
顕
彰
会
一
九
八
一
年

（
昭
）
福
井
県
教
育
百
年
史
第
一
巻
通
史
編
目
福
井
県
教
育
委
員
会
一
九
七
八
年

（
７
）
三
国
南
小
学
校
百
年
史

（
８
）
三
国
南
小
学
校
学
籍
簿

（
５
）
平
章
小
学
校
百
年
誌
一
九
七
四
年

（
６
）
平
章
小
学
校
行
幸
五
十
年
記
念
誌
同
窓
会
報

（
７
）
三
国
南
小
学
校
百
年
史
一
九
七
三
年

文
献

（
１
）
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
を
調
べ
る
会
編
仙

（
２
）
遠
山
茂
樹
明
治
維
新
と
現
代
岩
波
新
書

（
３
）
泉
彪
之
助
藤
野
厳
九
郎
の
蘭
学
の
系
譜
と
生
地

（
４
）
本
荘
小
学
校
百
年
誌
一
九
七
七
年

昭
和
五
十
九
年
四
月

第
八
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
）

仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録

一
九
二
八
年
⑥
よ
り
引
用

日
本
医
史
学
雑
誌
調
巻
４
号
一
九
八
三
年

平
凡
社
一
九
七
八
年

一
九
八
四
年
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（
型
）
芦
原
町
史
芦
原
町
教
育
委
員
会
一
九
七
三
年

（
通
）
坂
井
郡
教
育
会
坂
井
郡
誌
一
九
一
二
年

（
略
）
坂
井
郡
社
会
科
研
究
会
新
考
坂
井
郡
誌
一
九
七
七
年

（
灯
）
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
一
九
七
二
年

（
肥
）
名
古
屋
大
学
医
学
部
百
年
史
財
界
評
論
社
一
九
七
七
年

（
通
）
第
二
高
等
学
校
史
第
二
高
等
学
校
尚
志
同
窓
会
一
九
七
九
年

（
釦
）
福
井
県
医
師
会
史
第
一
巻
年
表
編
福
井
県
医
師
会
一
九
八
四
年

（
虹
）
藤
野
恒
道
藤
野
先
生
小
伝
中
国
文
学
報
第
四
冊

（
配
）
面
野
藤
志
藤
野
厳
九
郎
先
生
の
面
影
三
国
近
代
文
学
館
（
書
名
）
三
国
町
一
九
七
一
年

（
詔
）
藤
野
厳
九
郎
遺
品
文
書
類

目
開
局
脚
（
〉
四
二
の
目
５
Ｏ
脚
馬
９
９
己
門
．
の
⑥
目
宣
旨
。
（
〕
甸
昌
旨
（
）
）
門
二
×
屋
口
吻
四
旨
昌
○
冒
乏
房
脚
の
写
国
昌
、
の
旨
包
巴
夛
寓
①
＆
の
己

》

、

Ｇ

⑦
〔
達
の
、
命
）
昂
尉
ぐ
局
ミ
①
ユ
旨
ｎ
ｏ
目
５
２
５
口
写
言
牙
互
い
ｎ
ｏ
弓
蔚
員
も
２
Ｊ
普
く
ｍ
弓
①
秒
昌
三
．
冒
○
ユ
国
．
冒
崗
煙
ご
○
冒
○
「
（
匙
こ
の
日
５
冒

合

、

●

ｍ
ら
国
昏
⑦
戸
馬
管
閃
め
い
ｇ
Ｈ
Ｊ
質
５
口
旨
』
堂
昌
目
．

』
．
弔
閂
①
局
の
、
の
』
ぐ
の
。
一
二
“
の
○
牌
冒
も
匡
』
唖
○
声
く
㈹
・
ロ
の
四
宮
○
昌
］
口
二
局
の
再
四
○
局
・
』
唾
○
吋
今
の
烏
す
の
｛
。
『
⑦
①
異
四
一
〕
辱
降
〕
Ｈ
旨
①
己
《
○
』
‐
《
｝
〕
の

●

○
○
貝
①
員
乞
○
国
【
ぐ
弓
吊
ご
Ｑ
の
旨
昏
①
シ
の
四
・
①
昌
言
○
四
３
①
局
閏
己
弓
］
日
＄
具

竪

口
尉
の
の
邑
穴
匡
禺
○
句
且
言
○

す
ぐ

出
ぐ
９
５
呂
穴
①
胃
Ｎ
ご
写
自
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